
（別紙３）

～ 令和　８年　１月　９日

（対象者数） ２１名 （回答者数） 18名

～ 令和　８年　１月　９日

（対象者数） ５名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・福祉サービスについての情報提供が行える機会を設けては
いるものの、時間帯に配慮が必要なため参加していただける
日程調整を行うことで多くの方に福祉サービスの情報提供が
行えるよう取り組みます。

2

・短時間勤務職員の確保をすることでより手厚いサポートを
行えたらと思います。

3

・他事業所職員にサポートを依頼しているため、人材確保を
行ってより手厚いサポートができるよう取り組みます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・平野部と施設の立地場所では、状況が異なるため、保護者
の方にも予測される状態を事前にお知らせしたり、災害時マ
ニュアルを配布する等して、相互に迅速に対応、共通理解で
きるように努めます。

2

・勤務時間帯の調整や短時間勤務を希望される方に魅力を感
じてもらえるよう工夫する。

3

○事業所名 　放課後等デイサービス　ふるさとの森　ひろば

○保護者評価実施期間 令和　７年１２月１９日

○保護者評価有効回答数

令和　７年１２月１９日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　８年　２月１６日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・自然災害時に影響を受けやすい。 ・高台にあるため特に交通面が影響を受けやすい。
（降雪時は道路の凍結、台風接近時は倒木や落石等によって道
路が遮断されることもある）

・人材確保が難しい。 ・勤務時間が１０時～１９時となっていることから時間帯が遅
く、働きづらい時間帯なのではないか。

・法人内に知的障がい者入所施設及び通所施設、就労Ｂ型、児
童発達支援事業所がある。また、利用できるサービスも幅広く
あること。

・放課後等デイサービスを利用されている方で、法人内の知的障がい者支援
施設で日中一時支援事業や行動援護等のサービス利用に繋げているケースも
あります。また、児童発達支援事業所から放課後等デイサービスへの移行時
や、放課後等デイサービスを利用していたお子さんが法人内の就労継続支援
事業B型へ就労した際、職員間の情報共有がスムーズに行えるため、保護者
や利用児も安心してご利用いただけるよう努めています。

・家族支援として長期休みは８時～１８時までの長時間の受入
れを行っています。

・様々な家族形態に合わせた受入れができるように配慮してい
ます。また、基本的にご自宅への送迎も行っています。

・学校が振替休日や天気によって休校になった際、開所時間を
調整して受入れられるよう柔軟に対応しています。

・職員の勤務体制も調整しながらできるだけ多くの利用児を受
入れられるよう対応しています。

事業所における自己評価総括表公表


	（別紙３）自己評価総括表（公表）

